
1

資料２



12,943 12,459 12,030 11,848 11,506 10,911 10,200

5,551 5,362 5,261 5,276 5,020 4,581 4,179

42.89%
43.04%

43.73%
44.53%

43.63%

41.99%

40.97%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

被保険者数（人）

37.00%

38.00%

39.00%

40.00%

41.00%

42.00%

43.00%

44.00%

45.00%

65歳以上の割合被保険者数の推移

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
12,943 12,459 12,030 11,848 11,506 10,911 10,200
5,551 5,362 5,261 5,276 5,020 4,581 4,179

42.89% 43.04% 43.73% 44.53% 43.63% 41.99% 40.97%

年度
被保険者数（人）

65歳以上被保険者数（人）

65歳以上の割合（％）

◎被保険者数の推移　　　　　　　　　　　
　社会保険加入資格の拡大により、被保険者数は減少傾向。
　全被保険者数に占める６５歳以上の被保険者加入割合は令和2年度をピークに減少。
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◎保険給付費の推移　　　　　　　　　　　
　被保険者数の減少に伴い、保険給付費は減少傾向である一方、
　１人あたり保険給付費は令和元年度以降、増加となっている。
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　被保険者数と保険給付費の推移について
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▼　分析の着眼点　▼

◎医療費の３要素分析　　　　　　　　　　　

医療需要側（患者）に関する要因 医療供給側（医師、医療機関）に関する要因

１日当たり医療費

受診率

１件当たり日数

健康度　症状の程度　受診意識 医療機関数　医師数　病床数

診療行為

疾病構造  症状の程度 診療行為

傷病構造  症状の程度　受診意識
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　１人あたり診療費の推移

　令和５年度については入院は減少、入院外は増加、歯科は横ばいであった。
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　医療費の3要素分析の結果
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◎国保財政健全化に向けた取り組み内容と目標・実績　　　　　　　　　　　
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・レセプト点検強化

・ジェネリック医薬品普及促進

・糖尿病重症化予防事業等

平成26年度 ～ ・健幸ポイント事業開始

平成28年度 ～　　 ・特定健診受診の無料化

令和 2 年度 ～
予防・健康づくり支援交付金
を活用した保健事業の推進

・若年者特定健診

・適正服薬支援事業

・フレイル（骨折・骨粗しょう症）重症化予防事業

・COPD（慢性閉そく性肺疾患）予防事業

令和 4 年度 ～ ・糖尿病治療中断者への保健指導勧奨

・がん検診未受診者勧奨

・骨量測定の実施

令和 6 年度 ～
ＩＣＴの活用による効果的
かつ効率的な健康情報発信

・ＰＨＲアプリを活用した健康づくり支援

平成25年度 ～ 医療費適正化施策の強化

市民の健康意識向上

令和 3 年度 ～ さらなる保健事業の推進

重症化予防の取り組み
令和 5 年度 ～

　医療費抑制の主な取り組み

11※　各保健事業の詳細については資料３にて説明
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　交付金の確保

【国費】

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

満点 975点 850点 920点 995点 1000点 960点 940点

獲得点数 775点 496点 497点 547点 484点 534点 516点

府下順位 15位 16位 16位 10位 15位 8位 13位

交付金額 88,098千円 61,854千円 32,128千円 32,996千円 31,716千円 34,153千円 33,862千円

【府費】

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

満点 300点 500点 500点 500点 500点 500点 500点

獲得点数 265点 213点 250点 251点 253点 294点 305点

府下順位 13位 34位 23位 26位 26位 7位 9位

交付金額 97,701千円 30,364千円 24,206千円 20,929千円 21,687千円 28,442千円 14,056千円

※　国費、府費とも平成30年度より新制度に移行したため、評価基準が異なっている。



◎今後の課題　　　　　　　　　　　

差引収支残高（R6以降想定）

単年度収支（R6以降想定）

差引収支残高

単年度収支

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
▲ 48,298 30,976 62,844 6,111 36,111 66,111 96,111

179,364 79,274 31,867 ▲ 56,733 30,000 30,000 30,000
▲ 48,298 30,976 62,844 6,111

179,364 79,274 31,867 ▲ 56,733 単年度黒字の確保
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　さらなる国保財政健全化のために必要なこと


